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株式譲渡契約書

　売主○○○○（以下「甲」という。）と買主○○○○（以下「乙」という。）は、甲が保有する株式の譲渡について以下のとおり合意する。

（譲渡の合意）
第１条　乙は甲に対し○○○○株式会社の普通株式○○○○株（以下「本件株式」という。）を売り渡し、甲はこれを買い受ける。
（譲渡代金）
第２条　本件株式の譲渡代金は金○○○○円（１株当たり○○○○円）とする。
（支払方法）
第３条　乙は、甲に対し、令和○○年○○月○○日限り、前条の譲渡代金を支払う。
（譲渡承認）
第４条　甲は、譲渡代金の支払いに先立ち、○○○○株式会社より、甲から乙への本件株式の譲渡について有効な承諾を得るものとし、譲渡代金の支払いと同時に、同承諾を得たことを証明する書類を乙に提出する。
（譲渡の効力発生）
第５条　前条の譲渡承認を得た後、第３条により、譲渡代金の支払いが完了した時点で、甲から乙に対する本件株式の譲渡は効力を生じる。
２　前項の時点以降に○○○○株式会社が当該株式について行った配当、株式分割、株式割当て等を受ける権利は、甲乙間においては、乙に帰属するものとする。
（株主名簿への記載）
第６条　甲は、○○○○株式会社所定の株主名簿記載事項請求書に記名捺印の上、令和○○年○○月○○日、譲渡代金を受領するのと同時に、乙に対してこれを引き渡す。
２　乙は、前項の請求書を受領後速やかに、○○○○株式会社に対してこれを提出するものとする。
（表明保証）
第７条　甲は、乙に対し、本件株式の譲渡の効力発生日において、次の事項を保証する。
(1)　甲は、本件株式の完全な権利者であり、○○○○株式会社の株主名簿に記載された株主であること。
(2)　本件株式には、質権や譲渡担保権等の担保権は設定されておらず、その他株主の権利を制限する何らの負担を存しないこと。
（費用負担）
第８条　本契約締結に要する費用は、甲乙折半とする。
（管轄）
第９条　本契約上の紛争については、その第一審の管轄裁判所を○○地方裁判所とすることに同意する。

　甲と乙は以上のとおり合意し、その成立の証として、本契約書2通を作成し、各自、署名又は記名捺印の上、各１通宛所持するものとする。

　令和〇年○月○日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　×　×　×　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　〇　〇　〇　〇　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　×　×　×　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　〇　〇　〇　〇　㊞




